
 

 

 

 

平成28年度省エネルギー基準対応 

共同住宅の外皮性能計算間違いチェックリスト 

 

 

本書は、住宅の外皮性能（外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率）の計

算を行ったことがある方を対象として、共同住宅の外皮性能計算の間違いをチ

ェックするポイントをまとめたものです。併せて住宅省エネルギー技術講習会等

のテキストや建築研究所のホームページで公開されている解説をご覧ください。 

 

全国木造住宅生産体制推進協議会： 

住宅省エネルギー技術講習 設計テキスト -詳細計算ルート- 

http://www.shoene.org 

国立研究開発法人建築研究所： 

平成 28 年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関

する技術情報（住宅） 

https://www.kenken.go.jp/becc/house_h28manual.html 
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北海道建設部住宅局建築指導課 

北海道立総合研究機構建築研究本部 
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各部位の熱貫流率 

 共同住宅でよくある仕様の、各部位の熱貫流率の一般的な範囲を示します。 

木造 

部位 外壁（木造軸組工法） 外壁（枠組壁工法） 

仕様図 

 

GW24Kまたは 

高性能 GW16K 

厚さ 100～105mm充填 

 

 

左＋XPS3種 b 厚さ 30mm

または EPS 厚さ 50m 付加 

 

GW24Kまたは 

高性能 GW16K 

厚さ 89～90mm充填 

 

GW24Kまたは 

高性能 GW16K 

厚さ 140mm充填 

熱貫流率

の範囲 
0.39～0.42 0.26～0.30 0.48～0.52 0.33～0.36 

部位 天井 床 

仕様図 

 

吹込み GW13K・18K 

厚さ 200mm 

 

吹込み GW13K・18K 

厚さ 300mm 

 

GW24Kまたは 

高性能 GW16K 

厚さ 100～105mm充填 

 

左＋GW24K または 

高性能 GW16K 

厚さ 100～105mm充填 

熱貫流率

の範囲 
0.25 0.17 0.39～0.42 0.34 

  GW：グラスウール、XPS：押出法ポリスチレンフォーム、EPS：ビーズ法ポリスチレンフォーム 

鉄筋コンクリート造 

部位 外壁  

仕様図 

 

吹付硬質ウレタンフォーム 

A種 1、A種 1H、B 種 

厚さ 30mm内断熱 

 

吹付硬質ウレタンフォーム 

A種 1、A種 1H、B 種 

厚さ 50mm内断熱 
熱貫流率

の範囲 
0.64～0.89 0.44～0.59 

部位 屋根 床 

仕様図 

 

吹付硬質ウレタンフォーム 

A種 1、A種 1H、B 種 

厚さ 50mm内断熱 

 

吹付硬質ウレタンフォーム 

A種 1、A種 1H、B 種 

厚さ 80mm内断熱 

 

押出法ポリスチレンフォーム 

厚さ 50mmスラブ下断熱 

 

押出法ポリスチレンフォーム 

厚さ 50mmスラブ下断熱 
熱貫流率

の範囲 
0.43～0.60 0.28～0.39 0.42～0.46 0.37～0.39 

 

熱貫流率の一般的な範囲から著しく外れる（±0.05以上の）場合は、 
 

 

チェックポイント       1～3 をチェック！！ 

断熱材 柱 断熱材 柱 断熱材 柱 断熱材 柱 

断熱材 断熱材 

天井 
天井 

断熱材 

床 床 

断熱材 
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外皮面積･平均日射熱取得率 

共同住宅のフラット（１フロア住戸）の場合の、住戸の総外皮面積と、平均日射取得率の一般的な範囲を示しま

す。 

項目 住戸の総外皮面積 平均日射熱取得率 

一般的な範囲 床面積×3～5 0.5～3.0 

 

一般的な範囲から著しく外れる場合は、 

 

チェックポイント       4～6 をチェック！！ 

 

 

 

 

1 熱橋面積比や熱抵抗の値が空欄になっていませんか？ 

 木造の場合、柱の熱抵抗は、一般部（充填断熱材部分）では空欄になりますが、熱橋部には値が入り

ます。 

2 厚さの単位の換算を間違っていませんか？  

９ｍｍ ⇔ 0.009m 、100mm ⇔ 0.100m です。入力する厚さの単位が m(メートル)のときは特に

注意してください。 

3 表面熱伝達抵抗を間違っていませんか？ 

  熱貫流率計算に算入する材料の範囲の最も室外側の材料が、通気層･小屋裏･床下に接する場合
は、「外気以外」になるので注意してください。 

部位 室内側の表面熱抵抗 

[m2･K/W] 

外気側の表面熱抵抗[m2･K/W] 

外気の場合 外気以外の場合 

屋根 0.09 0.04 0.09（通気層） 

天井 0.09  0.09（小屋裏） 

外壁 0.11 0.04 0.11（通気層） 

床 0.15 0.04 0.15（床下） 

 
4 部位（面）の算入漏れや、部位（面）のない方位に余分な面積が残っていませんか？ 

 以前入力した面積を消し忘れると、熱貫流率等が空欄でも、総外皮面積に消し忘れた面積が加算

される計算シートもあるので注意してください。 

5 隣戸との界壁、共用空間に面する外壁、共用空間に面するドアなど、直接日射が当たらない 

壁の日射熱取得が加算されていませんか？ 

6 窓の日射熱取得率が空欄になっていませんか？または日射「加算なし」になっていませんか？ 
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（ 外壁 ）の実質熱貫流率 Ｗ/（㎡Ｋ）  

仕様番号 
部 分 名 一般部 熱橋部 

熱橋面積比 0.830 0.170 

W1 
熱伝導率λ 

Ｗ/(ｍ・Ｋ) 

厚さｄ 

ｍ 

熱抵抗ｄ/λ 

㎡・Ｋ/Ｗ 

熱伝達抵抗 Ｒsi － － 0.110 0.110 

高性能グラスウール 16K 0.038 0.105 2.763  

天然木材（間柱） 0.120 0.105  0.875 

構造用合板 0.120 0.009 0.075 0.075 

熱伝達抵抗 Ｒse － － 0.110 0.110 

熱貫流抵抗  ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ） 3.058 1.170 

熱貫流率   Ｕｎ＝１/ΣＲ 0.327 0.855 

平均熱貫流率 Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ） 0.417 

 

1 

3 2 

住宅性能評価･表示協会 部位の熱貫流率計算シート【H28】部位 U値計算 EXCEL 版 ver1.0 の場合 

1 

単位に注意します。 

5 

5 
4 

直接日射が当たらない共用空間（中廊下等）に面するドア 

のチェック✓を外します。 

余分な面積は消します。 

他の方位のシートに消し忘れ

がないか確認します。 

住宅性能評価･表示協会 【H28】RC造等共同住宅 EXCEL 版 ver2.2 の場合 

6 

外壁面に設けた窓は、チェック✓を入れます。

日射熱取得率も忘れずに入力します。 

直接日射が当たらない共用空間（中廊下等）に面する壁

や隣戸との界壁のチェック✓を外します。 
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日本サスティナブル建築協会 住宅・住戸の外皮性能  計算条件入力シートの場合 

「①計算」シート 

「①壁等-木造」シート 

5 

直接日射が当たらない共用空間（中廊下等）に

面する壁や隣戸との界壁は、日射「無」とします。 

通気層は「外気以外」です。 

6 

外壁面に設けた窓は、日射「有」と

します。 

「⑤窓」シート 

「⑥ドア」シート 

5 

直接日射が当たらない共用空間（中廊下等）に

面するドアは、日射「無」とします。 

 

単位に注意します。 


